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中中
央央
病病
院院nneeww

ss

を
対
象
に
、
松
山

医
師
・
メ
ー
カ
ー

立
会
い
で
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
取
扱
い
講

習
及
び
実
技
訓

練
を
し
ま
し
た
。

こ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

は
医
師
免
許
や

看
護
師
資
格
を

た
な
い
、
一
般

人
で
も
使
用

る
こ
と
が
で

る
も
の
で
す
。

り
し
ま
す
。
黒
目
に
傷
が
つ
く
と
痛
く
な
り
ま
す
。
ア
レ
ル
ギ

ー
性
鼻
炎
と
の
合
併
は
約
６
割
に
み
ら
れ
ま
す
。 

・
治
療
は
？ 

主
に
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
点
眼
薬
を
点
眼
し
ま
す
。
比
較
的
重
症

す
。
ス
テ
ロ
イ
ド

す
が
、
副
作
用
が
起

ド
を
併
用
す
る
必

が
多
く
見
ら
れ
ま

つ
け
て
花
粉
と
の

服
を
た
た
い
て
花

い
い
で
し
ょ
う
。 

春
先
の
低
温
の
た

。
か
ゆ
み
が
あ
る
、

ど
の
場
合
、
お
気

。 

科 

花
田 

厚
枝 

講
習
を
終
え
た
職
員
に
は
普
段
こ
の
様
な
機
器
に
触
れ

る
事
の
な
い
事
務
系
の
者
も
い
て
、
大
変
意
義
あ
る
講
習

会
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
職
員
・
救
急
隊
員
以
外
の
皆

様
に
も
講
習
会
を
拡
げ
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い

す
。

ま

救
急
委
員
会 

山
田 

琢
也

花花

粉粉

症症

警警

報報

！！！！

今でを基

ＡＡＡ
ＥＥＥ
ＤＤＤ
講講講
習習習
会会会   

「
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
の
推
進
に
関
す
る
実
施
要

綱
」
が
一
部
改
正
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
３
月
１７
日
（
木
）

白
岡
町
役
場
に
て
白
岡
消
防
署
救
急
隊
員
を
対
象
に
自

動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
講
習
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
白
岡
消
防
署
の
依
頼
に
よ
り
、
講
師
と
し
て
当
院
の

松
山
医
師
が
研
修
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。
左
の
写
真
は

講
習
後
の
実
務
試
験
を
し
て
い
る
救
急
隊
員
を
見
守
っ

て
い
る
シ
ー
ン
で
す
。 

 

こ
れ
に
先
立
ち
、
平
成
16
年
12
月
初
旬
、
当
院
職
員

 

今
年
は
花
粉
症
で
悩
ま
さ
れ
る
患
者
さ
ん
に
は
辛
い
年

に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
昨
夏
の
猛
暑
の
影
響
で

今
年
は
1995
年
に
迫
る
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
花
粉
の
大
量
飛
散
と
な

っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
今
年
、
初
め
て
花
粉
症
に
な
っ
た
と

い
う
患
者
さ
ん
も
多
く
い
る
よ
う
で
す
。 

そ
こ
で
、
今
回
は
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
（
花
粉
症
）
に

つ
い
て
お
話
し
ま
す
。 

・
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
と
は
？ 

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
花
粉
や
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
（
家
の
埃

や
ダ
ニ
な
ど
の
死
骸
）
、
ペ
ッ
ト
の
毛
・
フ
ケ
な
ど
を
ア
レ

 

蘇び用
発行責任者 伊津野 脩

発行者 竹内 秀樹 

AAEEDD

ル
ゲ
ン
（
原
因
物
質
）
と
し
て
引
き
起
こ
さ

最
近
で
は
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
に
よ
る
ア

も
増
え
て
い
ま
す
。 

・
ど
う
し
て
起
こ
る
の
か
？ 

花
粉
な
ど
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
に
接
触
す
る

レ
ル
ゲ
ン
に
対
応
す
る
IgE
と
い
う
抗
体
が

ア
レ
ル
ゲ
ン
が
体
内
に
入
る
と
ア
レ
ル
ゲ

つ
い
た
IgE
に
く
っ
つ
き
、
肥
満
細
胞
か
ら
は

う
か
ゆ
み
の
元
に
な
る
物
質
が
放
出
さ
れ

・
症
状
は
？ 

眼
や
眼
の
ま
わ
り
の
か
ゆ
み
、
充
血
、
め

で
、
眼
を
こ
す
る
と
白
目
や
ま
ぶ
た
が
腫
れ

回
の
講
習

は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

使
用
し
た

本
的
心
肺

生
法
を
学

、
実
際
に
使

し
ま
し
た
。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の
場
合
、
ス
テ
ロ
イ
ド
点
眼
薬
を
併
用
し
ま

点
眼
薬
は
症
状
を
抑
え
る
効
果
は
強
い
で

こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
年
は
ス
テ
ロ
イ

要
が
あ
る
ほ
ど
重
症
化
し
て
い
る
ケ
ー
ス

す
。 

・
生
活
上
気
を
つ
け
る
こ
と
は
？ 

外
出
時
に
は
、
眼
鏡
や
帽
子
・
マ
ス
ク
を

接
触
を
避
け
ま
す
。
家
に
帰
っ
た
と
き
は
衣

粉
を
落
と
し
て
か
ら
入
る
よ
う
に
す
る
と

 

今
年
は
花
粉
の
飛
散
が
大
量
で
、
し
か
も

め
か
通
年
よ
り
も
時
期
が
ず
れ
て
い
ま
す

何
に
対
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
か
知
り
た
い
、
な

兼
ね
な
く
眼
科
外
来
で
ご
相
談
く
だ
さ
い

眼

 持のすき
た
り
赤
く
な
っ
た

れ
る
結
膜
炎
で
す
。

レ
ル
ギ
ー
結
膜
炎

と
、
体
内
で
そ
の
ア

作
ら
れ
ま
す
。
再
び

ン
は
肥
満
細
胞
に

ヒ
ス
タ
ミ
ン
と
い

ま
す
。 

や
に
、
涙
目
な
ど
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『
安
全
で
確
実
な
わ
か
り
や
す
い
医
療
』 

 行
動

針 

指
１
、 

私
達
は
、
理
解
と
同
意
の
も
と
に
安
全
で
確
実
な

医
療
を
提
供
し
ま
す
。 

２
、 

私
達
は
、
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
説
明
す
る
こ
と

を
心
が
け
ま
す
。 

３
、 

私
達
は
、
患
者
さ
ま
の
訴
え
や
要
望
に
応
え
る
よ

う
心
が
け
ま
す
。 

４
、 

私
達
は
、
笑
顔
を
忘
れ
ず
、
優
し
い
言
葉
で
接
し
、

迅
速
な
対
応
に
心
が
け
ま
す
。 

５
、 

私
達
は
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
を
密
に
し
、

予
防
医
学
、
地
域
の
皆
様
の
健
康
管
理
に
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
す
。 

平
成
17
年
度
新
入
職
員
（
31
名
） 

薬
剤
科 

 
 

鈴
木 

千
暁 

理
学
療
法
科 

三
田 

由
希
子 
中
澤 

君
香 

直
井 

和
重 

猪
口 

陽
子 

塚
原 
尚
子 

看
護
部 

 
 

渡
邉 

由
美
子 

鈴
木 

 

渡
邉 

旬 

宗
方 

香
織 
好
枝

中
田 

智
美 

野
村 

 
中
村 

 

飯
塚 

陽
平 

梨
恵

千
津

井
上 

大
介 

坂
本 

覚 

加
藤 
春
生 

二
瓶 

真
妃 

藤
田 

早
苗 

濱
田 

藤
子 

山
崎 
由
微 

今
井 

広
美 

中
島 

信
江 

住
谷 

綾
子 

春
日 

直
美 
森
山 

佳
子 

澤
田 

竜
彦 

医
療
相
談
室 

高
橋 

昌
也 

医
事
課 

 
 

柳
田 

健
人 

門
井 

梓 

健
康
管
理
課 

岡
山 

奈
津
美 

よよろろししくくおお願願いいししまますす

「「

ＮＮ
ｅｅ
ｗｗ  

初
め
ま
し
て
。
今
年

師
と
し
て
勤
務
し
て
い看

護
部
２
Ａ
病
棟 

渡
邉 

旬

喜
看
護
専
門
学
校
を
卒

と
し
て
の
経
験
は
な
く

な
毎
日
で
す
。
け
れ
ど

の
方
々
が
一
つ
一
つ
分

さ
っ
た
り
、
技
術
の
練

と
、
少
し
ず
つ
で
す
が

た
。
あ
ら
た
め
て
、
多

る
事
を
日
々
実
感
し
て

先
輩
方
の
期
待
に
応

く
の
患
者
様
に
手
厚
い

バ
っ
て
い
き
た
い
と
思

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理
念 

 

春春のの献献立立・・ちちららしし寿寿司司」」

材料（４人分）     ・混ぜ込む具 

米  ３合        干し椎茸  ５枚 

水  ３カップ      人参   1 2 0ｇ  

昆布 ６c m 角       油揚げ  １枚 

・合わせ酢              ・出し汁 ２カップ 

酢  大さじ５     砂糖   大さじ１ 

砂糖 大さじ３      醤油   大さじ１１�2 

塩  小さじ１ 1�2    ちらしの具（海老、錦糸卵、

きざみのりなど） 

ＦＦ
ａａ
ｃｃ
ｅｅ
紹紹
介介  

度
入
職
し
、
２
Ａ
病
棟
に
看
護

る
渡
邉 

旬
で
す
。
３
月
に
久

業
し
た
ば
か
り
で
、
看
護
師

、
ま
だ
何
を
や
る
に
も
不
安

先
輩
方
や
医
師
、
他
の
部
署

か
ら
な
い
事
を
指
導
し
て
下

習
に
協
力
し
て
下
さ
っ
た
り

業
務
内
容
も
覚
え
て
き
ま
し

く
の
人
達
に
支
え
ら
れ
て
い

い
ま
す
。 

え
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
、
多

看
護
が
で
き
る
よ
う
に
ガ
ン

い
ま
す
。 

 

�

作
り
方�

 

① 

米
は
洗
っ
て
水
気
を
切
り
、
分
量

上
浸
し
て
か
ら
炊
く
。 

② 

戻
し
た
干
し
椎
茸
・
人
参
・
油
抜

さ
を
揃
え
て
切
り
、
出
し
汁
・
砂

汁
は
大
さ
じ
２
程
度
残
る
よ
う
に

③ 

ご
飯
が
炊
き
上
が
っ
た
ら
ボ
ウ
ル

か
け
、
切
る
よ
う
に
混
ぜ
る
。 

④ 

煮
付
け
た
具
と
酢
飯
を
さ
っ
く
り

⑤ 

器
に
盛
り
つ
け
お
好
み
の
ち
ら
し

お
好
み
で
混
ぜ
込
む
具
や
ち

ア
レ
ン
ジ
し
て
も
良
い
で
し

栄

 

お祝い事やお花見などに 

ちらし寿司はいかがでしょうか？
の
水
と
昆
布
に
3 0
分
以

き
し
た
油
揚
げ
は
大
き

糖
・
醤
油
で
煮
る
。（
煮

） に
移
し
、
合
わ
せ
酢
を

混
ぜ
る
。 

の
具
を
飾
る
。 

ら
し
の
具
を
彩
り
良
く

ょ
う

 
 
 
 
 
 
 

。

養
科 

 

飯
川 

史
子 


